
異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要（年齢順）（販売開始から平成19年9月30日まで）  
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306  B－05024962  女性  59歳  150mg   アセトアミノフエン   嘔吐   回復  A型インフルエンザで発熱（36．90c）が見られ、リン酸オセルタミビルの服用を開  
悪心   回復  始した。投与開種油、ら2日日に悪心、嶋吐、頂痛、頚部不快感が発現し、リン酸  
頭痛   回復  オセルタミビルの服用は投与開始から引ヨ目の投与終了までで中止した。その  
璃部不快悠   回復  後、悪心、Ⅶ吐、諏痛、頚部不快嘩の発現から約20日後に症状が回復した。   

307  B－07000276  女性  59歳  75mg   ハロベリドール   痙攣   不明  インフルエンザに対して、リン酸オセルタミピル投与開始。一回服用後、痙攣、  
ゾテピン   息綽まり   後遺症  意柑レベルの低下発現。本剤投与中止。  
塩酸ビペリデン  翌朝、普段と変わらない状態を確認後、食事。その後、食事をのどに賂捌到れ  
ユビデカレノン  ているところを発見。   
フマル酸クエチアピン  
塩酸プロメタジン  
センノシド  
フルニトラゼパム  

308  B－05001125  男性  61歳  了5nlg   カルポシステイン   意据変容状態  回復  インフルエンザ治療のためリン酸オセルタミビル投与。食後カルポシステイン、  
ステアリン酸エリスロマイシ  ステアリン酸エリスロマイシンと同時に服用したところ5分・以内に意服がなくな  
ン  る。救急車到オ後まもなく意扱が戻ったため、自宅静養。回復する。その数日  

後、再度受診し本剤DLSTの検査を行ったところ、S．l．値217％であった。   

309  8－05000880  女性  82歳  150mg  味覚異常（味覚陣  回復  インフルエンザB治療のためリン酸オセルタミビルを投与。授与開始4日後に昧  
音）  賞牌宰、嘆賞障害発現。その後も投与を続け、開始5日後に投与終了。投与終  
嗅覚錯誤（嘆覚陣  了後8日で軽快。   

1  

310  8－06025517  男性  62歳  150mg  アセトアミノフェン   意柑消失   回復  インフルエンザA型と診断され、リン酸オセルタミビル処方。本剤投与翌早朝、  
意識不明（トイレに目覚めたが、トイレと逆方向に行き転倒。気付いたときは旗  
部に4cm程度の切り傷あり）発現。   

リン酸オセルタミビル  49／60   



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要（年齢順）（販売開始から平成19年9月30日まで）  
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311  B－05001513  女性  63歳  150mg   テオフイリン   疲筆（けいれん王  茜護  脳梗塞、慢性腎不全、血液透析の既往あり。咳、発熱（38．’‘書。c）囁戸出現し塩  
非ピリン系感冒剤（2）  稚発作）  酸チアラミド及び鎮咳配合剤4日間投与。その後も発熱、喘鳴が続くため、確定  
セフポドキシムプロキセテル  検査によりインフルエンザB確定診断しリン酸オセルタミビル投与。3日後解熱  
アセトアミノフェン  するが喘鳴改善なく、感冒薬投与。翌日全身痘攣をきたし、救急搬送。けいれ  
アスピリン  ん圭積発作が3時間続く。その後回復。   
アルファカルシドール  
′くルプロ酸ナトリウム  
トロキシビド  
トラビジル  
沈降炭酸カルシウム  
ブロチゾラム  
クエン酸モサブリド  
塩酸チアラミド  
鎮咳配合剤（1）  

312  B－0500之114  女性  悶歳  150mg   アジスロマイシン水和物  味覚異常（味覚障  軽快  発熱有り受診し、B型インフルエンザと診断。治療目的にリン酸オセルタミビル  
非ピリン系感冒剤（4）  専）  を投与。本剤投与後3日後、食欲不振、味覚陣専発現（重篤でないし軽微でもな  
テプレノン  い）。その翌日平熱となり本剤投与中止。本剤投与中止20日後味覚障音軽快  
エカベトナトリウム  となる。   

313  B－05000160  女性  64歳  150mg   アセトアミノフェン 筋痛（両上肢脱力  乗回復  発熱、関節痛のためインフルエンザ確定診断を実施せずリン敢オセルタミビル  
を伴う筋肉痛）  を投与開始。翌日両上肢脱力を伴う筋肉痛、上半身皮膚知覚異常発現。その  
隠覚障害（上半身  後の処せ、転帰等については不明。   
皮膚知覚異常）  

314  B－05017977  女性  糾歳  75mg  意鍾消失（意撒消  回復  B型インフルエンザ治療のためリン酸オセルタミビル授与。1cap服用後、意隊消  
失）  矢先現。救急搬送されるこ．翌日退院となる。回復時期は不明。   

315  B－04027868  男性  85歳  150mg   メフェナム酸  味覚異常   回復  B型インフルエンザ確定診断後、リン酸オセルタミビル150mg／日を投与開軌投  
非ピリン系感冒剤（4）  与開始2日目、味覚障書を発現。合計5日間本剤服用した後、投与中止。翌日、  

味覚障害回復。その後9日目、調子が悪くなり（だるい）、悪寒、味がおかしくな  
るとの訴えあり。味覚障害については、報告時乗回復。   

リン酸オセルタミビル  50／60   



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要く年齢順）く販売開始から平成19年9月30日まで）  
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316  B－03003859  女性  66歳  150mg   カルベジロール   脳血栓   ． 

レポテロキシンナトリウム  血圧低下  2日後、血圧低下。  
グリベンクラミド  その2日後、本剤服用中止。  
アカルポース  服用中止21日後、右半身蘇痺発症。  

2日後、入院し脳血栓症の診断。  
退院後も右半身麻痔症状は消失せず。   

317  B－03009966  男性  66歳  75mg   テオフイリン   痙サ   回復  喘息のため、テオフイリン、プランルカスト水和物、テプレノンく以上開始日：  
プランルカスト水和物   意鞭消失  2001／07／14〉、プロピオン酸フルチカゾン（開始日：2002／05／28）を投与中。イン  
テプレノン  フルエンザA型と診断、リン酸オセルタミビル150mg／日処方。同日夜、75mgを服  
プロピオン酸フルチカゾン  用。その7時間後、意酢肖未発作あり転倒したが、1分程度で意識が戻る。その  

2時間半後、眼球上転、全身痙攣出現、便失禁あり。1分程度で痙野肖失し意識  
清明となる。入院したが、意抹消明。本剤内服は中止。7日間入院したが、その  
聞意識消失、痩撃なし。   

318  B－05001853  女性  68歳  150mg  アズレンスルホン酸ナトリウ  
ム  ミビル投与。翌日午前中嘔吐し、再度外来受診。乳酸リンゲル液＋メトクロブラ  
インドメタシン   ミド掃注。手のしぴれを訴えたがそのまま帰宅。翌日早朝、意柑障害に気付き、  
乳酸リンゲル液  救急病院に搬送され、本剤投与中止となる。翌日、家族から意隙回復の電話  
メトクロブラミド  連絡あり。   

319  B－07001731  女性  66歳  75mg   臭化水素酸デキストロメトル  意柑変容状態  回復  インフルンザ治療のため、リン酸オセルタミピル処方。食事中、腹痛、気分不快  
フアン  痙攣   回復  になり意識消失（5分間程）。尿失禁あり。その後回徒。   
ロラゼパム  

クロキサゾラム  

320  B－07002262  女性  66歳  150mg   アセトアミノフェン   うつ病   回復  インフルエンザB型の診断にて、リン酸オセルタミビル処方。本剤を服用するとう  
ツロブテロール  つ状態となり、死にたいという気持ちが強くなり、手首を切ろうかと思いつめた。  
塩酸プロカテロール  3回目までの服用したが、あまりに症状がきついので、本剤服用中止。中止後、  
クラリスロマイシン  症状軽快するも、中止1カ月後、うつ的症状が抜けきらず、夜も眠れないとのこ  
酒石酸ゾルビデム  と。   
臭化オキシトロピウム  
臭化水素酸デキストロメトル  
フアン  

セラペブターゼ  
塩酸アンプロキソール  
カルポシステイン  
テオフイリン  

リン酸オセルタミビル  51／60   



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要（年齢順）（販売開始から平成19年9月30日まで）  

桓．さ…キ主  薄味垂範      司        想   
321  B－05001646  女性  67歳  75rng   非ピリン系感冒剤（4）   意識消失（意識絹  回復  前日から380c発熱、咽頭痛、預痛有り、受診しインフルエンザBと診断。治療の  

セラベブターゼ   失（失神））  ためリン酸オセルタミビル投与。その夜、意級消失（トイレで倒れ骨折）。失神は  
塩化デカリニウム  5分以内に回乱本剤投与は継続し本剤現与4日後にインフルエンザ回復。   
アセトアミノフエン  

維持液（3）  

322  B－06026127  女性  67歳  150mg  クラリスロマイシン   意識消失   回徒  夜、本剤服用後、医院から帰る途中、羊にて事故を起こした。意糎消失発現。  
塩酸チアラミド  来院し、体温36．20c。事故について、意練がなかったことを聞くらCT異常なし。  
リン酸コデイン（1．％以下）  意鞭消失回復。   
塩酸プロカテロール  
塩酸セフエビム  

323  B－04024818  女性  68歳  150mg  テガフール・ギメラシル・オテ  意馳変容状態  回復  B型インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル150mg／日を投与開始。最  
ラシルカリウム   痙攣  終投与（4回目）後当日中に、冨措、行動異常出現。′くルプロ酸ナトリウム投与  
アセトアミノフェン  等の処置により、有害亭象発現1引ヨ後回復。   
塩酸エホニジピン  
メトクロブラミド  

324  B・勺7000205  女性  89歳  75mg   リン酸ジメモルファン   意識消失   回復  インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル服用開始。  
カルポシステイン  翌日、意識消失発現。廊下でまえのめりに転倒、顔を床にうつ。本剤服用中  
アズレンスルホン酸ナトリウ  止。   
ム・」－ゲルタミン  

アセトアミノフェン  

325  B－07001524  男性  89歳  150mg  認知症   回復  3日前、発熱あり。  
インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル服用開始。  
服用開始3日目、幻覚、故知症の悪化発現。幻覚の内容は「周りに女の人がい  
て集団見合いをしている」といったもの。その3日後、幻覚軽快。本剤服用後し  
ぱらくは旺知症の程度が強くなった。さらに2日後、認知症の悪化も回乱   

3之6  B－02002488  男性  71歳  150mg   アジスロマイシン水和物  糖尿病性昏睡  乗回復  悪寒、発熱（38．50c）のためリン酸オセルタミビル投与開始。  
非ピリン系感冒剤  3日後嘔吐、倦怠のため投与中止。  
セラペブターゼ  中止2日後、糖尿病性昏睡発現。インスリン処方。  

2ケ月後、糖尿病性昏睡軽快   

リン酸オセルタミビル  52／80   



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要（年齢順）（販売開始から平成19年9月30日まで）  
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327  8－03010065  女性  71歳  PL  妄想   回復  インフルエンザと診断、リン酸オセルタミビル（土不明）を服用（併用薬の服用状  
リン酸ジメモルファン  幻覚  況は不明）。翌日、解熱したが、夜間より、幻覚、妄想出現。2日後入院、本剤中  
塩酸セフカペンピボキシル  止。事象発現から6日目に幻覚消失。   
ベンフォチアミンtB6・B12配  

合剤（1）  

塩酸ジルチアゼム  
バファリン81mg  

トリアゾラム  

328  B－0200138（；  女性  72歳  150mg   アンピシリンナトリウム   嗜眠   軽快  細菌性髄膜炎、敗血症発症し入院。血小板減少を経めさらに叫過性の意抜陣  
ポラブレジンク  育を認めた。その後、A型インフルエンザと診断され、治療目的にてリン酸オセ  
スリンダウ  ルタミビル投与。投与3回目内服後、しばらくして傾眠状態に陥る。その後、痍つ  
テプレノン  まり、血圧低下専有り。同日本剤等併用薬のほとんどを中止としインフルエン  
塩酸エペリゾン  ザ回復と判断。その後意馳低下等のための処置を行い、意恥肖失後6日目に  
ジアゼパム  経口摂取可能となり、全ての副作用軽快と判断。その後も意拍レベル変動あ  
臭化ジスチグミン  り。   
フロセミド  
ヒトインスリン（遺伝子租換  

え）  

ブロチゾラム  

329  B」）7000290  男性  了2歳  150mg  クラリスロマイシン   妄想   回復  インフルエンザに対して、リン酸オセルタミビル処方。翌日、精神異常（妄想）発  
鋭咳配合剤（1）  現。常に後ろから稚かに邪魔されている、邪魔されている人から逃げる。逃げ  
アセトアミノフエン  切った後に急にその人が前に現れるといった症状が、本剤服用後に確認され  
グリクラジド  た。本剤服用中止。症状回復。   
塩酸メトホルミン  

330  B－02001093  女性  74歳  150mg   塩酸シフロヘブタジン  諭妄  回復  詳細不明。認知症あり。 
アセトアミノフエン  不穏  
臭素水素酸デキストロメトル  
フアン 

塩酸ジフェンヒドラミン  
桜皮エキス  
セネガ  
セラペブターゼ  
塩酸ブロモへキシン  

リン酸オセルタミビル  53／80   



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要（年齢順）（販売開始から平成19年9月30日まで）  

畑績  拘廟劉穀      ‖■＼■∴  

331  81）4000835  男性  74歳  150mg  麻黄湯  認知壷   哀護      ・・・｛り∴r▲ン∴・．．ハ・．．．．∧、．．▲．ヽ”▲いぃ＝〉・け豆だ．∴．。．－，′，㌻‡．・て：号：1．－： アスピリン、シメチジンを投与されていた（開始日：不明）。38℃の発熱があり、イ  
アスピリン  ンフルエンザA型と診断後、リン酸オセルタミビル150mg／日及び麻黄濁を5日分  
シメチジン  処方されたが、4日目に認知症が激しくなり、家の間取りも忘れる。リン酸オセ  

ルタミビルを4日分で中止後、把惰力は次矧こもどり、事象廃現から7日目には  
観知痘症状も良くなった。   

332  B－05001823  男性  74歳  75mg   クラリスロマイシン   意識レベルの低  回復  肺結核、肺真菌症の既往あり。以前より起立性低血圧の既往有ったが意枇レ  
クエン酸モサブリド   下（意椎レベルの  ベルの低下歴は認められていない。380c程度の発熱が続き インフルエンザ確  
センノシド   低下）  定診断テスト実施した結果、B型インフルエンザと診断され治療目的としでノン  
経腸成分栄養剤（之）  酸オセルタミビル投与。翌早朝ベッド前に倒れ、その際に左側頚部打撲側頭  
イトラコナゾール  部内出血。当日朝方に意識レベル改善し、夕食後より本剤投与中止となる。翌  

日インフルエンザ治癒ム   

333  日－02000229  男性  76歳  150mg  エリスロマイシン  幻覚   回復  詳細不明   
葛根湯  
ピベラシリンナトリウム  

334  B－02001830  女性  76歳  150mg  塩酸ラニチジン   痙攣   回復  基礎疾患として、胃潰瘍、十二指腸潰瘍、高脂血症、高血圧、多発性脳梗塞を  
ニセルゴリン  持ち、治療中（開始日：2001年頃）。臨床経過より、インフルエンザと診断、リン  
プラバスタチンナトリウム  酸オセルタミビル150mg／日を処方。投与を開始した翌日の昼に癌筆、意織障害  
カンデサルタンシレキセチル  が発現。同日、入院し、本剤の投与中止。翌日、軽い眩辛があるが意織清  
トリクロルメチアジド  明。さらに翌日、意地清明、眩t消失、痙撃回復。   
シルニジピン  

リン酸オセルタミビル  54／80   



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要（年齢順）（販売開始から平成19年9月30日まで）  
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335  B－02009730  女性  76歳  150mg   プラバスタチンナトリウム  反射減弱   ：．．こ＝≡．÷，て ＝燕串＃㌫‥＝声：‘ 
クエン観モサブリド   末梢性ニューロパ  

シー  
服用終了約1月後に四肢末梢のしぴれ（末梢神経障害）発現。その後、全身脱  

フドステイン  毛、腱反射減弱、神経因性膀胱、食欲不撮等発現。原因精査加療目的のため  
セフジニル  入院し、処置を行い末梢神経障害や食欲も徐々に回復。転帰は不明。   
トラネキサム散  
臭化水素酸デキストロメトル  
フアン  

カルポシステイン  
オキサトミド  
ジフェンヒドラミン  
フルオシノニド  
ベタメタゾン／d－マレイン酸  

クロルフェニラミン  

塩酸フエキソフエナジン  
スクラルフアート  

336  B－05001017  女性  76歳  150mg   塩酸ドネベジル   意織変容状態  回復  老年痴呆の既往あり。インフルエンザA，B治療のためリン酸オセルタミビルの投  
塩酸ラニチジン  与を開始。8日間投与を2クール実施後4日後に意識障害が発現。終日眠ってお  
スクラルフアート  り覚醒しない。補液のみで翌日から回復に向かい、意賊障害発現後5日後に意  

陀障層は回復した。   

337  B－05026500  男性  76歳  150mg  幻覚   回復  A型インフルエンザで発熱（38．90c）が見られ、リン酸オセルタミビルの服用を開  
始した。服用開始から3日目に不穏等が発現し、その後幻覚も見られた。服用  
開始から4日後に服用を中止し、幻覚は発現から5日目に回復した。   

338  Bl）1000663  女性  78歳  150mg   グリベンクラミド   低血糖昏睡   回復  糖尿病の既往有り。発熱・全身倦怠感有り病院受診し、迅速診断にてA型イン  
ポグリボース  フルエンザと診断。  
アズレンスルホン酸ナトリウ  翌日、朝より少し食欲無く昼食の主は少なめ。その日17時頃就寝呼びかけに対  
ム／L－グルタミン  する返答無し、その後見に行ったところ昏睡のため救急搬送となる。病院到着  
酒石酸イフェンプロジル  時、血糖値38mg／dLであり、ブドウ糖静注すると完全に回復となる。埴当医によ  
硫酸戯  ると、低血糖となったのは、今回初めて。   
アモキシシリン／クラブラン  

酸カリウム  

リン酸オセルタミビル  55／60   



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要（年齢順）（販売開始から平成19年9月80日まで）  

NbiJ′  湖面弾；きき        ・・！？ミニ：t◆＼  
339  8一旬3010786  女性  79歳  150mg   アルファカルシドール   幻覚   回復  高血圧、骨相鰯痘で投薬中（開始日：2001／10）。インフルエンザA型と診断、リ  

ニフェジピン   妄想  ン散オセルタミビル150m〆日5日分を処方。2日間服用後の夜中、起床し、異常  
な発言を行い、そわそわして寝ない。翌日朝、服用後、本剤の投与中止。同日  
午前中に受診し、全階正常。翌日午前中まで昼夜の区別がなかったが、午後  
になり通常の状態に戻る。   

340  8－07002949  女性  79歳  150mg   セフミノクスナトリウム   幻覚   回復  高熱、咽頂痛、歩行田無あり、入院。インフルエンザ疑いのため、リン酸オセル  
ニフェジビン   姑妄   回復  タミビル投与開始。  
マレイン酸エナラブリル  翌日、朝より解熱。  
トリクロルメチアジド  投与開始5日目、深夜幻覚、詭妄発現。私服に着替え、夫の病室を訪問。「退院  
スピロノラクトン  しよう」と購うも、睨件され帰室。本剤投与終了。  
アスピリン・ダイアルミネート  翌日深夜も独りで夫の部屋を折れ、「退院しよう」といい、説得されて、他の病室  
シンパスタテン  へ入皇。その後、病室を出て、約1km離れた自宅に帰り、娘宅に電話する。夫  
ジクロフェナクナトリウム  がいないことを不審に思った由。  

その8日後、幻覚、繚妄回復。   

341  B－05000870  女性  80歳  150mg  味覚異常（味覚障  回復  インフルエンザB発症しリン酸オセルタミビル5日間投与。投与終了2日後インフ  
音）  ルエンザ軽快したが、味覚障害・嘆賞障害発現。味覚障害等発現8日攻囲復。   

342  B－05003030  男性  80歳  150mg   アスピリン・ダイアルミネート  檎妄（檜妄）   回復  インフルエンザと診断され、治療目的にリン酸オセルタミビル投与。昼に本剤服  
メシル散ベタヒスチン  用後、まだらボケ有ったが、夜も服用すると妄想、せん妄が発現（軽微）。翌朝も  
酸化マグネシウム  症状綿くため自己中山その後症状緩和。その日夕方本剤声鹿服用するも、再  

び記憶があいまいとなる。翌日、本剤中止。その後、症状なくなる。妄想、せん  
妄回復。   

343  B－07001908  不明  80歳  認知痘   回復  インフルエンザに対して，リン酸オセルタミビル服用開始。うなったり暴れたりと  
代   いうことが見られ、その後、駅のわからないことをいうなど痴呆症のような状態と  

なる。精神神経異常発現。本剤投与中止。インフルエンザ発症前（本剤服用前）  
は、痴呆症なし。  
投与中止翌日、精神神経異常回復。   

344  B－01012004  男性  81歳  150mg   塩酸ミノサイクリン   幻覚   回復  インフルエンザに対して、リン酸オセルタミビル他処方され、経口投与開始。  
シメトリド・無水カフェイン  5日後とも、熱がおさまってから幻覚（天井に赤い花が見えるなど）、幻視発現。  
ファロペネムナトリウム  本剤他投与中止。  
ロキソプロフエンナトリウム  幻戎発現8日後、幻覚、幻視回乱   

リン酸オセルタミビル  58／80   



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要（年齢順）（販売開始から平成19年9月30日まで）  
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345  日－07000126  女性  82歳  75mg   ピコスルファートナトリウム  幻覚   ＝ 

塩酸マニジピン  服用し、就寝するも眠れず、近所の人の桔では駅の分からないこと（入院中で  
いないはずの息子が手足がとれて家にいるので医師のところに連れて行かな  
ければ、娘がバラバラになって雪にうもれているので助けなければならない等）  
とを結していたとのこと。  
服用から2日目、受診。意味不明な事（孫が体中切れていてこわかった等）を話  
す。インフルエンザ脳症を疑い入院。入院後も、「私のまわりに虫がいっぱいつ  
いている。悪から外を見て実際は見えないのだが電車の人が手を振っている。  
自分の足元に川が流れている」などと話す。  
服用から3日目、朝、大分落ち肴き普通に戻った。  
服用から4日目、インフルエンザ軽快   

346  B－07003017  女性  82歳  150mg  アゾセミド   妄想   回復  インフルエンザAに対して、リン酸オセルタミビル服用開始。  
イブジラスト   幻聴   回復  投与開始2日目、妄想、幻聴発現。本剤投与中止。  
クエン酸タンドスピロン  投与中止2日後、妄想、幻聴回復。   
ファモチジン  

非ピリン系感冒剤（4）  

葛根湯  
アセトアミノフェン  

347  8－04027318  女性  84歳  150mg   ／くルプロ酸ナトリウム   うつ病   回徒  てんかんの既往あり、／くルプロ酸ナトリウム長期投与中。B型インフルエンザ治  
療のため、150mg／日のリン酸オセルタミビルを投与。投与開始後7日目、異常  
な発言と共に意欲の低下著名、うつ症状発現。有害事象発現後7日目、回復。   

348  B－06017了7了  女性  84歳  150mg   ゾピクロン   諭妄   回復  脳梗塞、脳腫瘍手術、不眠症の既往歴あり。インフルエンザ確定診断後、肺炎  
アセトアミノフエン  疑いで入院。翌日よりリン酸オセルタミビル投与開始。2日後夜臥つじつまの  
塩酸アンプロキソール  合わない金持あり、せん妄発現。4日後以降症状なし、4日後投与終了。   
キョウニン水  
ベシル酸アムロジピン  
テルミサルタン  
塩酸ジフエニドール  
スルバクタムナトリウム・アン  
ピシリンナトリウム  

リン酸オセルタミビル  57／60   



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要（年齢順）（販売開始から平成19年9月30日まで）  
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349  B－02002182  女性  87歳  150mg   酸化マグネシウム   幻覚   軽快                 ハ・、、‥t｝、減）．】′  、・Yく1．・‖． 幻覚の発現状況は不明。原疾患：痴呆（高脂血按、胃潰瘍を合併）で、約3年前  
マレイン酸フルボキサミン  （柑99年8月）よりアセトアミノフエン以外の併用薬剤を継続使用。   
クエン酸モサブリド  
プラバスタチンナトリウム  
ファモチジン  
ポラボレジンク  
アセトアミノフェン  

350  B」）3013201  女性  87歳  150mg   塩酸プロフラノロール   檎妄   回復  30歳台から年1回程度心身症のため受診していたほか、高血圧、高脂血症のた  
ジアゼパム  め治療中（開始日：不明）。インフルエンザA型と診断、リン酸オセルタミビル  
ベンフォチアミン・B6・B12配  150m〆日を処方。投与開始3日後に、幻視を訴えたほか、洋服を何枚もむやみ  
合剤  に圭ねて着るなどの異常行動があった。翌日、受診時には落ち着し、ていた。1  
リシノブリル  週間後、再診時には幻覚などの症状はなくなり、再燃はなかった。   
プラバスタチンナトリウム  

351  B－05026235  男性  88歳  75mg   グリクラジド   失神   回復  インフルエンザ発症で入院し、リン酸オセルタミビルの服用を開始した。服用開  
アスピリン・ダイアルミネート  始から2日目の朝に失神が発現し、約2～3分で意識が回復した。同日の夜には  
メコバラミン  インフルエンザも軽快した。   
非ピリン系感官剤（4）  

ゲファルナート  
ジクロフェナクナトリウム  

352  B－04008355  女性  89歳  150mg   塩酸ドネベジル   落ち着きのなさ  回復  老年痴呆、骨粗髭症、背部痛、骨関節炎で塩酸ドネベジルを投与されていた。  
インフルエンザA聖と診断、リン酸オセルタミビル150mg／日が投与され、翌日に  
はほぼ解熱。投与3日目の夜、家が火事になった等の幻覚が発現。不穏状態  
が発現し持続するため、本剤の投与を中止。翌日には次第に不穏状態が軽快  
し、投与中止5日後には全く以前のとおりとなった。   

リン酸オセルタミビル  58／60   



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要（年齢順）（販売開始から平成19年9月30日まで）  
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353  B－04026971  男性  92歳  150→   塩酸チアラミド   ・詳茸フ‡1∴羊，ミー：              ミオクローヌス  画覆  B型インフル≡ンザ確定診断後、リン酸オセルタミビル1印mg／日を投与開始投  
225mg   トロキシピド  与2日日夕刻、コンプライアンス上の開館あり（2～3カプセルを服用と推測）同  

ニフェジピン  日深夜、不規則な接戦様の不随意運動出現。翌日も脱水著明頼・体幹・四肢  
アロプリノール  の不随意運動改善せず。リン酸オセルタミビルの服用中止【更にその翌日も．  
アスピリン  不随意運動改善せず、全身のミオクローヌス様不随意運動と診断 入院有害  
フロセミド  事象発現後6日目回復、退院。   
ニコランジル  

一硝酸イソソルビド  
酒石酸メトプロロール  
ファモチジン  
レバミピド  

ニトログリセリン  
耐性乳酸菌配合剤（1）  

354  B－01012005  女性  95歳  150mg   テオフイリン   幻覚   回復  発熱（390c）、腰痛発現。（CRP4＋）のため、クラビット処方。  
ランソプラゾール  翌日、インフルエンザ疑いため、リン酸オセルタミピル処方。  
メトクロブラミド  処方5日後、幻覚（幻視：木が倒れてくる。幻聴：ハチの発ぶ音）発現。本剤投与  
ゾピクロン  中止。  
カルポシステイン  翌日、幻覚軽快。  
センノシシド  投与中止3日後、幻覚完全回復   
セラベブターゼ  
レポフロキサシン  

355  8－07000074  女性  小児  150mg  異常行動   回復  インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル75mgl日2回服用。  
しやべりまっくっていた。   

356  日－07006907  不明  成人  不明  嘆賞錆借   乗回復  インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミピル服用。服用後、嘆覚障害発  

357  8－06000832  女性   0  不明  痙攣   不明  詳細不明   

358  B－01002841  男性  不明  不明   ジクロフェナクナトリウム  振戦   不明  インフルエンザに対してリン酸オセルタミビル投与を開始。・投与後1～2日後 冷  
塩酸ホミノベン  感、ふるえ、高熱のため他院に移送。転帰不明   

359  日－0700り08  男性  不明  不明  パーキンソン病  乗回復  大腸ポリープの手術を行った後、インフルエンザに確り、リン酸オセルタミビル  
処方。服用翌日、パーキンソン病発現。現在も治療中。   

リン酸オセルタミビル  59／80   



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要（年齢順）く販売開始から平成19年9月30日まで）  

晦二．三  牒組頭号・ミ．≡    ・て‡▲    ・∵∵－ノ・・－  
360  B－070026t∋5  男性  不明  78mg   ヒベンズ酸チベビジン   抽妄   回復  インフルエンザの診断にて、リン酸オセルタミビル処方。同日夜半、意識が腺鵬  

フマル酸クレマスチン  となる。呼びかけてもはっきりせず家族が「異常行動か？」と考え、本剤服薬中  
カルポシステイン  止させたところ、意枇回復。   
アセトアミノフェン  

361  B－07003019  女性  不明  36mg   ヒベンズ酸チベビジン   痙攣   回復  インフルエンザにて、リン酸オセルタミビル服用開始。朝、夜本剤服用。体温：  
フマル酸クレマスチン  39℃。  
カルポシステイン  投与開始2日目、朝、夜、本剤服用▲。寝ている時、痘攣の様にピクピクする。  
アセトアミノフェン  投与開始3日目、熱が下がったので本剤を自己中止する。その後、痙攣は出て  

いない。   

リン酸オセルタミビル  60／60   




